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国立大学の特別会計について

－その経緯と現状一

第６常置委員会のおいては、さぎに国立大学の財政について詳細な調査研究を

行い、昭和５３年５月「国立大学の財政の現状と問題点」として取りまとめてい

る。

しかし、その後の国家財政の急迫は、国立大学の財政に対してもきびしい制約

をもたらしており、数年間引き続く抑制基調の中で、関係者の努力は多とすると

ころではあるが、国立大学の財政は危機に直面しており、このままでは国立大学

の教育・研究の将来が憂慮されるに至っている。

木舗置委員会としては、以下に、昭和３９年度「国立学校特別会計」発足後の

国立大学財政の傾向の大要老分析し、提示することとしたい。

「国立学校特別会計」の発足の趣旨は、さぎの「現状と問題点」に詳細にまと

められているが、これを要約すれば、特別会計制度の実施に伴い、国立学校の整

備が促進されるという前向きの見通しであったこと、また、この特別会計が一般

の事業特別会計とは異なり、独立採算を目的とするものではない区分特別会計で

あること、そして国立大学にふさわしい予算の弾力的運営が期待されたことなど

であったといえよう。

特別会計の実施に当って、文部省と大蔵省との間には、上記の趣旨と覚書が交

換されていることにも、発足当時の議論の大要をうかがい知ることができる。

特別会計制度２０年間の実績の評価は、困難な問題であり人によって分れると

ころであろう。前記「現状と問題点」１９ページにもその概括的評価が行われて

おり、これによれば関係者の間には必ずしも満足されるものではなかったことが

うかがえるが、その後の財政緊迫を加えてみればその不満は増加していることが
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推察される。しかし、その理由は特別会計ｒ制度」そのものより主として国家財

政の赤字に由来するものであることが明らかである。

当初予定されていた国立学校の整備についていえば、この２０年間に大幅に進

んでいることがわかる。表８のとおり国立学校は７２大学から医科大学を中心に

９５大学に増加しており、国立学校の建物総面槻も８５０万㎡（昭和３９年）に

比べて約１，０００万㎡も増加しており、施設整備が大幅に前進していることが

指摘できる。

しかし、一般会計からの繰入金による国立学校特別会計の充実ということにつ

いていえば、その伸び率は低く、期待されたほどの財政資金の投入はなされてい

ない。

もともと国立学校特別会計は、附属病院のように事業会計的なものを－部には

含んでいるものの、独立採算左目的とするものではなく、したがって一般会計に

対する依存度がきわめて大きい。

「一般会計より受入」の歳入全体に占める比率は表２で明らかなように、特別

会計発足当初の８２．１％に比して年々低下し、最近では遂に２／３握割ろに至

っている。もともとこの比率については、理論的な比率を設けることは困難なも

のであるとはいえ、このような現状は国立学校の教育・研究の将来の見通しを暗

いものにしている。

これに対して「附属病院収入」の比率の増大は、この間に医学部簿歯学部の増

設に伴い附属病院数が３１から６７に増加したのに伴うものであろう。

しかし、附属病院だけ!とついてみても、その教育・研究上の役割にかんがみ、

表１で明らかなように「附属病院収入」に対して歳出「附属病院」の方が大き

く、常に歳出超過であることがわかる。
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次いで「授業料収入」の比率が、２．３％から７．５％に、と約３倍になって

いることが目立っている。授業料については特別会計制度発足時に財政当局と文

部当局との間において特別会計にしたことを理由として、その値上げを意図する

ことばないということが申し合わされていたこともあるが、一つには国家財政の

緊迫と、他方では私立大学の授業料との格差是正ということもあってか、特に昭

和５０年代に入ってから急速に値上げが実施されており、昭和５０年度の３６，

０００円が昭和６０年度には２５２０００円と７倍に上っている。

昭和４０年代までの国立大学の授業料は私立大学のそれに比べて割安感があっ

たことは否定できないが、両者の差はかなり縮小されてきており、その値上げに

は限界があるものということができよう。

財政投融資資金による長期借入金の導入が昭和３９年度から始められたこと

は、特別会計制度の一つの利点であった。これによって附属病院の施設の整備と

大学の施設移転とが進んだことは異論のないところである。

しかし、一方で借入金の未償還額と支払利`息とが漸次累績し、昭和ｓｏ年度現

在６７００億円に上ってきている。現在主として旧制大学の附属病院の改築を行

うべき時期にきており、財政投融資資金の財政難ともあわせて、この面での整備

の遅れが懸念される。

国立学校特別会計の歳出の最大のものはいうまでもなく人件費である。人件費

の歳出総額に占める割合は、昭和３９年度で４０．８％であったものが、以後漸

次増加し、昭和６０年度には５３．２％に達しており、緊縮財政のため人件費以

外の経費が節約を余儀なくされていることがわかる。

人件費については二つの問題点が指摘される。その第一は、私立大学教官との

格差の問題であり、ある調査において国立大学教官の給与が私立大学教官の給与

や民間給与に比して低額であり、優秀な人材を得ることが困難になってきていろ
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ことが指摘されていろ。

第二の問題点は定員削減である。定員削減は行政改革の主要な柱として昭和４

３年度から実施されており、現在第６次計画が進行中であるが、削減数は合計１

７，５２６人に達する。このほか、昭和６０年度には定年制施行に伴う合理化減

として５５９名が削減されている。定員削減については、教官等職種によってそ

の事情を考慮した割当がなされているが、一般職員も国立大学の教育・研究を支

える重要な人材であるので、その削減については自ら限度があるであろう。

研究賀については、国立大学の実情に即した研究費の弾力的運用のため、特

に、近年外部資金の導入の必要性が理解されるにつれて、受託研究費と奨学寄付

金に対する期待が高まっていること蓬指摘したい。

受託研究費および奨学寄付金の推移は表７のとおりであるが、特別会計歳出総

額が１１．５倍になっているのに対して、受託研究費は２６．３倍に、奨学寄付

金は４８．３倍に増えており、いずれも着実に増加しているが、特に自由度の大

きい奨学寄付金の伸びが目立っており、この種の弾力的運用の可能な研究費に対

する需要の大きいことが推察される。

なお、昭和５８年度から始められた民間等との共同研究については、その実績

が昭和５８年度５６件３億円、昭和５９年度１６０件８億５０００万円となって

いろ。

以上のように国立学校特別会計の現状をみると、この会計の設置目的である国

立学校の充実に資する配慮は、創設当時に比べて近年は十分なされているとはい

えない。わが国の大学教育・学術研究の水準を維持向上するため、さらには今後

の１８才人口の激増に対する対応影留学生の受入れの拡大等国際交流の促進その

他各般の整備充実が必要であり、国立大学に対する格段の配慮が求められる。
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醐
棚
伽
Ⅲ
冊

醐
四
川
棚
別

９
５
４

６
０

４
５
５

９
８
７

帥
６

２
２
４

１
１

１

５
３

％
１
７

ヶ
、
】
、
刀
』
ロ
、
『
ｎ
ｍ
Ｕ
｜
ｎ
■
や

、
蛆
ｕ

、
夕
』
Ｆ
ｍ
ｕ
の
ｈ
）
亡
句
凹
⑤
〃
』

、
叩
凹

●
●
■
●
●
ｎ
ｗ
Ｕ

０
０
０
●
●
ｎ
ｍ
】

□
●

閃
１
９
７
５
１

２
８

７
４
６
９
２
１

６
５
２

１

％
７
８
５

０
６
４
６
８

８
０
０
１
７
２

８
●
■
●

●
■
●
●
●

Ｃ
Ｄ
□
■
■
●

５
℃

醐
捌
棚
剛
．
剛

２
８
２

０
３
３
２
６

１
１５

Ｗ
腿
的
馳
溺

１
５
７

５

６
２
１

１
１

２
１
３
２

鯛
１
１
１

１
１
１

１
１



罰笠２国工z雪色1交斗寺囲Ｕ雪差昏foつう逆二一腿上窒塞囿1-より三三ノミ露悪等⑥つﾖﾓE計塞

(単位：百万円）

H1和５９年度 昭和６０年度岡11150年度 昭和５５年度 昭和５６年度 囲和５７年度 囮１，５８年度田１，３９年度 四ｍ４５年度

(注）桶成比率は「特別会計子挿額」との割合

区分
田和３９年度

金額 縄戚比

昭１１１４５年度

金額 欄成比

岡､１５０年度

金額 梯成112

昭１１１５５年度

金額 轍成比

昭和５６年度

金額 桐成1ｔ

囲和５７年度

金額 1N成比

昭和５８年度

金額 I､鼠比

H1和５９年度

金額 樹成比

昭和６０年度

金額 澗成比

特別会８１予算額 1390459

兇

3050380

％
723.994

兜

1029Ｍ8４
％

103920993
％

Ｍ74,130
兜

Io5150912

％

1`601,811
％

106060劉７

％

うち一般会計
より受入額

(イ）

前年度剰余金
受入

(ロ）

Bｆ
(イ）＋（ロ）

描入金
(ハ）

８１

(イ）＋（ロ）
＋（ハ）

４
０
４
０
４

閲
別

１
１

５
５

０
０

日
０

４
４

１
５

１
１

１

１
１

１ ８

Ｊ
１
．

腿
２

２

８
８

253,702

０

253,702

駒０

254,302

関.１

83.1

83.3

561,185

4,651

5650836

37,100

6020936

77.5

78.2

8ａ３
９
４
３
０
３

鯛
Ｍ

９
４
４

６
８
５

９
口

８
８
７
６
Ｍ

鰯
４
０

５，
ワ
０

１

74.0

74.7

78.3

10007,710

10,911

10018,621

40,000

1,05Ｍ2１

72.3

73.1

76.0

０
７

０
７
７
７
閲
２

２
５

７

９
７
６

鯛
３
㈹
鮒
．
肌

０
０
⑩

・
１

６

１

０

１

70.3

70.6

73.4

100170299

１Ｍ7０

10030.769

綱0300

1,0650鯛９

67.1

68.0

70.3

剛
剛
伽
珊

舶６１
５

７
９
６

７
１
８
２
１

０
０

１

１
１

１

65.9

67.9

69.7

100620660

22.509

100850169

23,900

1,109,069

６
０

２
□

９
７

冊
６
６



至芝Ｓ膿図工Z雪ニオ交珊寺刃U会剛-＠つｲ昔ノミ金。”筐牙蜜

(里付２キロ）

区分
昭和３９年度

MW粗５５年度
昭和５６年度 昭和５７年度 昭､１５８年度 昭利５９年度 合８１

昭和５９年度

まで償沮

差引昭和６０
年度 ￣￣ H1和

８０年度侭還
勘考

病院施設整備

内択
￣

兀 金

ｻﾞリ息

移転1Ｗ地取縛

－

７石

内訳
￣

宛 金

1リ息

1リ合ＢＩ

内ＨＲ

花 金

ｷﾞリ息

棚
卿
Ⅲ
Ⅲ
州
Ⅲ
側

５
３

８
７
６

２
２

５
２

２
７

５
０
８
６
８
３
６
６

０
２
０
７
２
４

鰯
３
１
９
０
９

７２
２
５
３
２

０
０
１
０
１

噸
別
凋
伽
殉

０
３

０
１

５
７

Ｍ
剛
捌
川
棚

７
０

２
２

８
１
１
０
１

３
４
８
４
４

伽
晒
０
０
慨
棚
伽

側
鮒
鮒
Ⅲ
鯛

３
３
６
３
３

０
３
０
閃
４
鞄

４
４

剛
燗
噸
剛
馴
棚
測

剛
閉
閲
輯
刊
伽
刊

３
８
３
２
６
６
０

蝿
２
１
開
鋼
蝿

２３ ０
４
４
８

Ⅲ
〃
船
剛
醐

加
閃

Ⅲ
耐
０
船
別

Ⅲ
剛

的
４
６

１
２

５
６
３
２
７
９
８

２
２

５
２
２

０
２

剛
川
棚
伽
醐

０

浦
０Ｗ
汀
馴
砲
弱
１
棚

０
２
開

０
５

６

鰯
溺
鯛
柘
駒
船
側

４
４

８
４

４

剛
剛

０
閲
Ｍ

１
４

０
４

０
０
５

２
０
２

５
的

鮒
Ｈ

１
４

脳
１
７

鯉
２

２
１

１
４

弱
鮒

４
９

５
０
５

２
１
６
５

１
２

１

０
９
５
５

伽
川
刊
咽
ね

伽
鯛

拓
班
弱
酎
鋤
１

綱
４
５
棚

０
２
４

０
６
５
４
７

２

繩
油

７
８
１
７

３
２
６

※

EII和５９年度病院施盟整備
元金内訳

新設鯛院施盟
既盟病院施設
医療槻械整lIi
Wi設摘院用地

５
９
８
１

▼
▽
■
０

Ⅲ
Ⅲ
剛
伽

醐
服
佃
棚



翠乏４イ昔｣ﾌﾐ金i賞ﾗ屋⑥つた６ウ＠つ司晏餌菰]昔個丑｡つ批創露
、ヨイ寅墾鰯里垂匹蒄剴寺囲Ｕ会百十ｸﾞ、鵡麗ノミ）

(単位：千円）

区分
昭和４０年度

昭和５５年度

剛１１１５６年度
鍼前年

度jf％
昭和５７年度

嚇
醐 昭租５８年1世

対前年

度比％
iil和５９年度

対前年

度比％
昭和６０年度

対輸年

EZ比％
勘考

備
金
息

得
金
圏

計
金
息

整
取

設
元
利

地
元
利

元
利

施
班

用
眼

既

院
転

窺
内

移
内

合
内

噸
剛
川
棚
川

０
０
０
０

８
０
８
３

４
５
９
５

８
２
５
６
６
０
５
別

冊
６
６
０
９
９
０

冊
２
７

２
７

５
６
４
２

９
８
１

６
７
５
１
４
１
６

６ ４
５

１
１

７

１
０

１
８

０
８

９５
００

５ 瓜
田
■

０
伽
Ｗ

８
０

８
７

５
５
０

４
５

９
０

０
０

９
６

祖
岨
加

０
６

９
０

８
２

５
４
０
４

９ ６
４
２

２７
４ ４
０
４

０
４

４
２
１

０
５

９
０

Ｐ

５
如

０

５
０

０

２
４

８
２
１
１

２
２

１

12Ｍ

119.5

127.6

３
０
３
７
０
７
岨

畑
帆

０
１

２
０
２

２
２
０
２
９
５
４

１７
５

Ｍ
佃
剛
醐
叩

的
腿

７
７

８
２
２
４

Ｎ
３

３
１

９
２

７
６
１
４
１
３
２

２
２

119.2

182.2

125.3

０
８
９

ｎ
Ｕ
。
Ｉ
、
。
ｎ
Ｖ

恥
！
Ⅲ

１８
０
８
２
０
翅
５
５

２
５

７
２
（
ｍ
Ｕ
９

６
６

０

９
９

蝿
１
躯
４

０
０

０
０

０
８
２
５
３

鋼
４
８

０

鯛
湘
刷
柵
２
２
‐
，
，
２
４

Ｂ
■

■

７
８
３
５
４
１
１
２

１
３

３
２

118.5

122.0

117.3

８
６
０
ｉ

Ⅲ
棚
Ⅲ
剛
〃
柵
肌
泊

８０７

側
引
田
閲
町
９
３

鋼
６

伽
冊

１９６
４
２
５
５
０

１
４
６

鋼
加
盟
５
４
１
４
１
２

８
５

，
弱
〕
Ｄ

Ｇ
Ｃ

０
２

１
１

０

１ １
１

１

卿
加

１
０

７ ３３

０５ ０
７ ３８

７２ ８
５６
５
１

０
５

０
岨
２

２

剛
弱
５

２
７

４
０

３
７
５

１
２

８
４

３
ｊ

７
４

３
４

６
５
４
１

４
６
７

郷
祖

４
１
２

２

108.6

97.8

107.2



鋼Zモョ豊当刃潤f車1交霊屋、雪曇生昌当稚射蜀[1交賓【篭冒ｃﾜｫﾋﾞ齪蜜選捷５

(単位：円）

I岨矛Ｕ３ｇｊＦＩ史

区分

l咽矛ｌＩ３ｇｊＦ庇

金馴

I咄和４５年庇

金翻 噌力１１率

IHI和５０４Ｆ腹

金、 1tj力M率

IRI牙Ｕ５５年腰

金１ｍ 増力１１率

昭和58411膜

金緬 IﾛｶＪ１率

I副和５９年1ｋ

金Ｗ１ 瑚力I蝿

昭和６０年度

金ｌｉＩ ｣甘｣IⅡ率

Nｉ弩

教官当稿陣校賢

削

座

ＩＭＩ

非実験

実醗

臨床

教官研究旅費

鯛座ＩＭＩ

(助毅狙）

学生当Iil算砿費

文科

理科

医１$Ｉ

授業科

学部学生

(年額）

入学斜

学部学生

WIVＭｉ物価lIi散

国民蝿生産

０
０

０
３

０
０

０
０

０
Ｊ
９

０
０

０
７

０
０

０
０

１

０
５

０
８

３
８

０
３

０
５

０
８

６
６

０
℃

９
，

７
９

６
０

０

７
０

０
２

８
５

８
２

１
０
８

７
７

０
２

１
１

１
０
８

６
８

９
１
２

０
０

２
２

！

０
０
０
０
０
０
０
０
０
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

０
８
３
１
４
８
８
０
０
９

９
９

Ｏ
Ｄ

Ｃ
Ｐ

９
Ｐ

０
。
』
□
。

５
０
５
２
０
０
５
２
４
０

８
８

４
４

１
２
２
１
５

０
２

Ｂ
７

Ｐ
Ｄ

０

１
４

４

０
０

０
２

４
５

２
０

７
１
２

●
Ｂ

●
■

●
ひ

●
■

●
曰

ロ

０
０

０
６

７
８

８
０

０
９
０

５
０

６
８

５
５

５
０

６
０
５

ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ

Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

２
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
０
０
０
０
０
７

０
０

０
８

０
８

７
０
０
９

９
０

Ｐ
９

□
Ｐ

．
？

□
９

▽

５
５
０
５
８
８
８
８
０
７

４
３
５
７
１
０
３
０
５
１

５
０
５
５

６
６

０
Ｆ

８
１

１
６

８
７

７
８
１
９
３
０

●
●

●
ロ

●
●

●
■

７
５
５
７
２
３
３
０

２
２
２
３
４
４
４
０

２
２

２
０
２
２
２
０

３
６

３３３３

８
０

■
●

９
１

８
１

２
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
２
０
０
０
０
０
７

０
０

０
０
８
５
８
０
０
０

０
９

０
０

９
■

■
０

６
６

９
３
１
５
１
５
０
０
８

１７
１

４
１
２
５
５
８
８
０

８
３

８
１

１
４

０
！

■
５

１
７
７
２

・
８

２
０

３
０
０

０
８

８
０

１

●
□

●
０

●
●

●
●

●
Ｇ

Ｂ
】

５
３

３
７

０
０

２
０

３
９
１

７
７

７
８

０
０

４
０

３
２
１

２
２

２
０

０
０

０
５

３
３
６

１
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
２

０
０
０
８
０
０
０
０
０
１

０
０
０
５
７
０
７
０
０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

９
０

０
０
８
１
８
３
７
８
０
５

０
４
７
０
２
５
５
１
２
０

８
０
０
１
２
１
７

●
０

５
０

１
７

８
２

８
０

３
４

１
１

５
０

０
０
２

ｍ
●

Ｃ
Ｐ

Ｃ
●

■
Ｄ

Ｂ
■

。

０
８

８
０

０
５

３
０

０
０
０

８
７

７
５

０
５

５
０

０
８
０

２
２

２
４

４
３

０
８

０
０
０

８
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１

０
０
０
０
、
０
０
０
２

０
０

０
０
０
５
７
０
７
０
０
ｒ

Ｂ
Ｏ

ｆ
Ｐ

０
ｐ

Ｂ
０

口
９

３
８
８
１
９
０
７
２
０
２

０
０

７
０
２
５
５
５
２
１

０
１
０
１
２
１
９

０
■

９
０

１
７
８
２

８
３

３
４

１
１

５
０

０
５
２

０８

●

７ ８

■

７ ８

●

５ ０

Ｐ

０ ４

●

５５０

●

５０ ３

■

Ｉ ０ ０

●

０ ００

６

７
０
１
２

０
０

●
●

２
２

２
４

４

２
８

１

０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
８
０
０
０
０
０

０
０

Ａ
Ⅷ
』
Ｐ
■
⑭
可
ロ
０
、
曰
凹
巧
□
０
ｎ
Ｍ
。
０
６

０
０

（
■
。

｜
■
ロ

ー
■
Ｆ

■
■

’
｜
●
・

●
｜
■
▽

Ｐ
０

０
７
２
０
６

０
０

８
１

８

０
２
５
５
５
掩
４

０
４

７

８
４
０
１
２
１

０

■
■

０

０
１

７
８

280.6

278.0

278.3

453.4

404.1

355.1

053.5

2100.0

10000.1

082.0

叩８０．８

】ﾛｶ､率l士I剛U３９年浜を

１００とオーろ．

名目〔単位8値円）



蓋受ｅ国ヱヱニ叢1究難守刃ｕ会計-ヨニ穣雇《ノミや午夢駐ｃｺﾂ川牛壺裁＞α＞J1圭司夢

(単位：千円）

区分

昭和３９年朧

予算額 桷成比

昭和４５年度

予算楓 糊成比 増jIn率

昭和５０年度

予算刺 構成比 増ｶﾛ率

昭和５５年度

予範額 糊l鼬山上 増加率

昭和５８年度

予糠釦 穐喚比 増ｶﾛ串

醐考

人件賀

物件麹

教官当積算校貿

学生当積算校聾

医盤翻

設臘充実閏

施識整燗費

その他

合計

８
０
０
３
８
９
４
８

８

７
．
０
２
８
２
１
８
０

７

０
３
７
８
３
８
０
７

３
ｂ

Ｆ
０
●
、
、
０
９

▽

０
０
８
０
８
１
７
４

９
１

４
２
０
８
４
８
０

５
９

５
１
０
９
１
１
１

４
０

●
ウ
●
５
０
ｐ
Ｄ

ｐ

８
２
０
３
７
１
０
７

９
５

８
１

１
８
１

３１

＃
８

２
４
２
７
０
８
０

０
白
し
●
●
白
●
●
●
●

０
８

４
５
０
２
５
８

１
２
２
１

００１

９
９
７
０
０
８
３
１

．
８

８
７
４
８
ｉ
４
３
３

６

８
２
２
０
５
０
４
０

１

Ｄ
Ｐ
ｐ
▼
け
□
９
０

▽

４
５
８
３
９
０
４
９

０
０

３
６
２
２
８
１
１

８

４
８
８
０
０
１
５
４

３
６

０
，
Ｄ
Ｂ
０
１
Ｄ

Ｐ

８
８
１
８
８
５
０
４

５

４
５
３

１
１
５
３

０
１

１
０

Ｎ
Ｂ

Ｉ
４
８
８
０
５
３

０

Ｃ
Ｄ
●
◆
●
■
●
■
Ｃ

８
１
０
２
５
５
０
１

０
０

５
１

１
１

０Ｉ

冊
８

１
７
４
５
２
４
８

０

●
■
●
■
●
▲
Ｇ
●
●

０
０
８
０

２
１

２
７
２

４
８
１

２
２
２

８
７
０

９

３
８
０

１

１
１
２

２

５
８
７
１
２
１
５
０

１

０
８
８
２
０
４
７
８

０

８
４
１
５
８
７
１
２

３
？

■
０
０
Ｄ
Ｐ
ｇ
０

６

５
８
０
０
８
１
８
０

０

８
０
０
２
６
８
０
０

０

８
３
１
２
１
８
４
８

８
Ｏ

Ｄ
Ｐ
Ｐ
、
●
Ｐ
Ｏ

Ｂ

８
０
７
８
２
１
２
４

３

８
３
５
１
３
３
１
８

２

３
３

１
７

〒
。

＃
８

２
９
２
５
４
５
７

０

●
で
■
●
■
●
●
●
■

０
８
７
２
０
４
５
１

５
４

１
１

００１ １
２
８

０
８
５
８
４
０
１

●
■
■
■
●
●
●
●
●

４
５
４
０
３
４
２
４

８
０
３
０
０
８
７
０

０
４
０
５
０
２
３
４

９１５

842,548J892

05303340787

B8o2B3OO75

27,833.207

87.925,077

80,008,0Ii9

l89oOO5DlB8

195Ol89D29ｓ

1.295,883.089

斑
８

０
０
１
８
８
４
１

０
？
■
ロ
■
●
●
●
■
ロ

８
０
０
２
８
４
５
５

４
５

１
１

００１

Ｎ
０

５
３
５
７
０
７
１

２

■
▲
●
●
●
■
●
、
⑪

８
１
０
７
３
９
９
９

９

２
０
３
２
０
０
５
３

２
１

７
８
０
１
５
８
１

８

１
１

１

７
３
９
１
７
７
８
３

０

３
７
８
０
８
４
０
３

１

１
７
８
９
８
７
１
８

０

■
Ｏ
ひ
Ｄ
Ｐ
Ｑ
０
０

■

０
２
７
９
１
８
９
７

１

１
９
１
２
１
３
０
６

１

２
８
２
５
４
２
５
７

８
６

，
●
、
Ｄ
Ｂ
Ｐ
Ｐ

Ｂ

２
３
０
０
８
１
９
０

５

５
０
３
２
４
８
７

１
８７

７
１

１
２

５
□

１

＃
３

７
‐
０
０
５
７
５
０

０

■
●
●
●
●
●
、
●

●

０
０
８
２
８
２
２
８

０

５
０

１
１

０１

１
１
０
０
１
３
７

０
冊
Ｉ
」
●
■
●
●
●
■
●
勺

９
３
７
７
．
１

３
１
８
１
１

３
０
８
０
８

１
１
１

０７３

８
７

７
２
９

８

８
５

０
１

１

(注）jﾛｶﾛ率I士３９年度を

１００とする．



(単位：千円）

Llil
区分

IIB和５９年腰

予算細 棡成比 増加率

IHI矛IIB０年ｌｊｉｉ

千掠緬 柵Iihlt 増力11率

備考

人件賢

物’卜閏

教官当硫鰊校閲

学生当賦算校捜

医願劉

設ｉⅡ充実費

施殻整Ｉｉｎ劉

その他

合計

８
２
６
０
０
９
４
３

０
９

３
３
０
７
４
８
９

３
０

７
４
２
７
２
６
３

８
▽

け
■
●
⑩
●
Ｏ
Ｄ

Ｐ

８
２
５
４
７
３
８
３

０
５

５
８
５
０
９
４
８

１

５
２
４
８
７
３
８
１

８
０

０
６
、
●
■
９
Ｄ

Ｐ

８
３
１
０
８
４
９
８

１

４
５
９
３
０
３
５
８

０
８

７
１

１
２

６
９

１

Ｒ
０

０
７
９
７
１
０
８

０
□
●
の
｜
■
●
■
□
●
●

０
７

５
４

５
１
８
２

０
８

１
Ｉ

００１

斑
８

８
８
２
２
７
２
１

８
●
■
■
●
■
●
｜
●
●
□

０
２
９
１

４
８

１

６９８

８
１

２
４
０
７

１
Ｉ

８００

８
０

８

２
４

４

５
７

１

１
１

４
８
２
２
３
９
０
０

０
０

０
９
３
０
８
９
０

１

７
９
１
０
２
０
１
２

８
■

●
▽
０
Ｐ
Ｇ
●
■

■

８
８
７
３
９
２
８
２

８
８

８
２
８
０
９
５
２

３
２

０
８
１
２
１
８
８

Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ｐ
■
ｃ
●
０
一
Ｄ

Ｐ

５
１
２
１
２
１
４
８

８
５

５
０
３
４
３
４
０

０
８

７
１

１
８

６
９

Ｉ

＃
２

８
８
９
８
９
０
３

０
Ｐ
▽
●
Ｐ
●
。
●
巳
凸

０
６
５
１
８
１
８
９

５
４

１

００１

斑
８

９
０
５
１
０
２
３

８
■
■
●
①
●
●
●
●
●

２０５１

９
７
０
０

９
７

８
５
０
８

０
７
１
Ｉ

０
０

８
８
２
４

２０８１

１５１１



（匡十亟逼製）

脳病幽頁日騎騨肌炉鬮函凹欣』障側細一終０畑胴逗墜吟胆側鞭醐祁０肘閥噸駄』庫印印刷肌ト鯏榔

、印や判ｃｃ『弾菖苓団両晏冒型罵呈雪（罰）

－１１

｜製等⑥面罵塵

徽塞

墜晴。②晨匿

爵星雲属斜

←●ロ、□一

□・口一一》

色・軍国②》

』●西吟口甸

氏

□。ご●□ＰＣＣ酌》

耐ロロ●一ｍ』Ｃｍｌ

ロロトＣ『②←●一一

■←唖●②中巨●』

遷篤⑤Ｐ晨匿

尉裏雪雇鎖

のＣご》画一

□・一ト、⑤

②●←》一》

》●』》』旬

域

ＣＰＣ●。。■●。》

一一←●園」ＣＤ色一

ＣＰＦ●一色⑭●■一

一句のＣＣｍｐｐＰ

墜叶②⑭属国

昏具響麗鯛

鐘
￣
-
－
①
、

●
●
●
●

②
巳
、
申
⑮
つ

￣
届
｡
－
－

胃
呂
田
二

ＣＣＣのＣＣｍｃの』

「》ぬの軍、》●一「

。■』ＤＰ』Ｃ●⑭

一団□▲ロロロＣ曰

運貯噸、晨圏

翻員雪雇鯛

口●ＣＰＣ『

□●の一・句

》●■ぬ一国

②●一画トー

域

ロロロＣＣＣＰ●園⑤

一園ｍＣＣ②ｃｃロ

『］ぬ●ぬ口ＰＣの

。一一●血の》●。

運欝。、黒匿

爵員要冨蝋

←●、、の

》●一一の

の●』』の

←●』トト

藍

ＣＣＣｏＣＣ口●色『

函函。●囚ロー●》

ロ。。●。』②●国

、旬ＣＤｗ国一●一

運針山寸属国

爵異雪雇斜

》・ロ回国

、■②ロロ

申・ロ、』

』・函一句

武

ＣＣＣロロ・旬●←

Ｆ⑭口の、ロロ●一

。ごロのＣＣ－Ｃ－

トｍ』●ぬ⑤』

製骨⑥面罵塵

雇綱

』。。。←ＣＣＰ⑤

ロの。の口中》

』』つい』。⑤

②ロ。●ママ一

余凶

（孟鯏雲Ｉ）

軍農定軒雲

一『｛一

鋼董昨軒灘

薫鶴崖嵩朋



参書資料

話曼８国でＺ雪雲1交剤寺男Ｕ≦奎圏-1-篭篁1庇姿史望霊包＞］膣可多

昭和３９年度昭和４５年庇 昭和５５年度昭和５８年度昭和５９年度昭和Ｂ0年度
区分

昭和３９年度

学校数等

昭和４５年度

学校数等 増加率

昭和５０年度

学校数等 増ｶﾛ率

昭和５５竿度

学I女敵等 増力Ⅲ率

昭和５８年度

学校数等， 増加率

昭和５９年度

学校数等 増加串

昭和Ｂ0年度

学校数輔 増力､率
醐考

（１）学校数

大学

麺ｊｌＪｌ大学

商等専円学校

研究所

則厨病臆

その他

（２）教職員数

行（－）

行（二）

医療「Ｈ１系

教有職系

その他

（３）入学定員

学部学生

犬学院生

（４）土地建物而賦

土地

連物

枝
人

人
耐
㎡

Ｉ

２
３
９
０
８
１
０

千
佃
溺

８
０
１
７
８
１

７
５
２

７
２
２
３
６
８

２
９
３
４
６
８

２
０
０

Ｉ
５
７
８
４
１
２

４
５
８

１
０

０
●
Ｂ
Ｄ
－
■
一
、
‐
■
で
■
一
■
宮
▽
０

７
６
０

８
２
１

８
８０

４
７

２
０
２
２

８
７
４

１
４
２

２
５
７
０

１
８

桟
ｊ

５
１
２
０
０
８

７
２
２
４
７
４

１

人
八

㎡
耐

１
０
２
２
２
２

干
鯛
伽

０
５
３
２

９
５
１
０
８
４

４
２
２

２
９
８
２
４
８

４
７
７

９
６

？
０
９
９
６

，
Ｐ
■

▽
０

７
２
８
１
９

１
０
０

４
７

０
０
１
１
４

０
７
８

５
９

１
■
｜
⑨
、
巴

句
色
、
〃
』

Ｐ
０

０
凸
、
■
』
１

冊
８
０
２
８
８
７

０
４
５

■
●

●
●

●
●
。

●
●

●

■

２２Ｉ

３２１

８９
２
９
１

４

０
２
２

３
１
１
１

１

０３１

２８１

枚
８３

(30）
３１

５６

7４

５３

５

115,098

34,059

11.590

13.268

55,511

0８１

34Ｍ95

300.042

410753

人

人

千㎡
1,288,408

14.270⑰667
ｍ,

：
５
２
９
０
４
５

０
５
１

△

●
ぜ
Ｏ
●
●
●
●
＆
●

１
８
３
２
１
Ｉ

３８
７
５
８

２
４

５
４
２

５
０

１
１
１

１
Ｉ

８０２

127

3８

9

0

枝
０３

(33）
３４

５０

７２

５９

７

Ｍ８

７０３

'1.042

180985

81,075

373

080,161

鯛8,220

50,913

人

人

千nｆ
10290,827
，㎡

17.618.598

Ｈ
２
２
８
８
０
７

８
０
５

■
●
▼
■
口
●
Ｇ
Ｃ
ひ

５
７
４
３
１
Ｉ

８７
０
２
２

３
０
２

０
８
０

７
８
０

２
１
１

１
１
３

枚
８５

(36）
３５

5０

７１

、８７

132

38

Ｄ

Ｃ

８

150

411

9,570

'90038

860758

375

4100805

355.259

55,408

人

人

千､『
10202,003

､Ｐ

19.016,870

Ｎ
０
３
２
０
７
５

０
１
２

ひ
ひ
●
■
巳
ｃ
●
Ｄ
Ｃ
Ｃ

１
３

５
４
１
１

０
５
８
２
２

８
３

３
１
９

８
３

８
７
２

１
１

１
１
０

叩
筏
ｊ

人
・
人

耐
㎡

５
５
８
０
０
７

９
３
０
５
７
８

！

９
２
５
８
０
９
２

２
８
３

５
７
７
千
伽
孤

７
０
０
３
５
７

２
７
０
４
７
３

５
０
４

４
１

９
０
？
ｇ
ｇ

ｇ
Ｐ
Ｂ

Ｔ
Ｐ

３
８
０
０
５

４
８
８

３
０

３
３

１
８

１
５
５

鋼
型

Ｉ
０
３

０
’
■

１
９
１

斑
８
０
１
０
３
４

７
５
５

由
●
Ｂ
●
■
●
●
、
０

２５１

０
５
０

０
８
３

１
２

２
２

４
７
０

８
１
１

１

２７１

５３３

校
人

●
八

㎡
耐

Ｉ

５
８
７
０
０
７
０

０
２
９
１
１
１

９
９
０

千
９
３
３
５
６
８
１

２
８
８
５
２
７

８
１
７

！
０
８
８
８
３
０

５
１
０

９
Ｄ
Ｐ
Ｂ
Ｕ

Ｄ
Ｐ
０

３
８
７
０
０

７
０
７

３
３

１
８

１
８
５

１
４
０

２
３
１
０
０
８
０

１
５
４

●
◆
■
◆
●
▲
●
●
己

２
５

５
４
１
Ｉ

７５
５
３
３
７

２
１

２３１

８
３
１

８
７
４

１
１
０

（）は、併盟短大で内数。

増加率は８１１和３９年度を

１００とする｡



琵琶Ｓ曰副立署曇1交割寺男ｕ冒差目十ヨニ穆紅定匡ヨロヮJt朝事
(単位;人）

Ｂｍｌｌ３ｇ年度

(単位；人）

(注)jtHlHI率は剛ｌｕ３９年肛を１００とする。

町11158年旗以鹿の「Wi現jtl減」及び「定員剛減」は
各的年度に対するものである。

区分
昭､１３９年度

定員

昭和４５年度

定員 増加率

昭和５０年度

定員 jlIml率

昭租５５年度

定員 増加率

昭和５８年度

Hf現li9HR 定員劇減 定員 増加率
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(国立学侠椅別会31）
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区分
昭和５９年度
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(田立学校特別会81）

国立学校

大学1N風痢院
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上段は定年制施行に伴う
定員減分で外敵
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(単位；人）

(1M位；人）

区分
第一次
定員削減

昭H１

４３年度
1，１
４４年度

岡Iil

４５年度
uｍｌ

４６年度
第二次
定員割譲

配刑Ｉ
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５１ 1F度
薊四次
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剛!Ⅱ
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(国立学lX特別会Ｈ１）
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鋪五次
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５５年度

岡､Ｉ
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､、､３９
年度定員

町H1６０

年度定員
差引
燗加数

燗IHI率
％

(国立学校特別会:I）
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（増加率）

１０．０００

100000

凡例

授業料は厩可ZZ1で示す(39年度１００：１２，０００円）

入学料は「]で示す(39年度１００：１．５００円）

（注）ｆ騨料・入学料ともI閲上げした年度のみを示した。
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